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二
〇
一
四
年
度
部
落
解
放
・
人
権
政
策

確
立
要
求
第
二
次
中
央
集
会
が
十
月
三
十

日
（
金
）
東
京
・
憲
政
記
念
館
で
開
催
さ

れ
、
全
国
各
地
か
ら
五
七
一
人
が
参
加
。

本
年
度
２
回
目
と
な
る
中
央
集
会
に
鳥
取

県
か
ら
は
、
倉
吉
市
の
山
﨑
昌
徳
副
市
長

を
は
じ
め
八
頭
町
、
大
山
町
の
副
町
長
、                    

境
港
市
、
三
朝
町
の
教
育
長
、
鳥
取
市
、

岩
美
町
、
湯
梨
浜
町
、
日
吉
津
村
、
南
部

町
の
自
治
体
関
係
者
、
解
放
同
盟
の
関
係

者
な
ど
二
十
一
人
が
参
加
し
た
。  

冒
頭
の
組
坂
繁
之
副
会
長
の
開
会
あ
い

さ
つ
、
大
谷
暢
顯
会
長
の
主
催
者
あ
い
さ

つ
で
は
、
人
権
侵
害
救
済
法
制
定
に
向
け

情
勢
は
厳
し
い
が
超
党
派
で
の
議
員
立
法

も
視
野
に
入
れ
た
運
動
が
必
要
で
あ
る
。  

人
権
救
済
機
関
の
あ
る
国
は
一
〇
四
カ

国
、
そ
の
内
、
パ
リ
原
則
に
基
づ
く
独
立

性
の
あ
る
救
済
機
関
を
持
つ
国
は
六
十
九

カ
国
、ア
ジ
ア
で
救
済
機
関
の
な
い
国
は
、

中
国
、
北
朝
鮮
、
日
本
だ
け
で
あ
る
。 国

連
・
人
種
差
別
撤
廃
員
会
も
国
内
人

権
救
済
機
関
の
設
置
を
明
確
に
日
本
政
府

に
勧
告
し
て
い
る
。
粘
り
強
く
人
権
確
立

の
た
め
に
努
力
し
よ
う
。 戸

籍
の
不
正
取
得
事
件
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
差
別
情
報
の
氾
濫
、
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
な
ど
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て                い

る
。
人
権
侵
害
救
済
制
度
の
確
立
は
急

務
の
課
題
で
あ
る
。
差
別
禁
止
法
の
制
定

も
視
野
に
入
れ
た
強
固
な
体
制
を
つ
く
ろ

う
と
い
う
呼
び
か
け
が
あ
っ
た
。 集

会
後
は
、
法
務
省
、
文
部
科
学
省
、

農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
厚
生
労
働

省
と
の
交
渉
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
地

方
６
団
体
へ
の
要
請
行
動
、
衆
参
国
会
議

員
へ
の
要
請
行
動
（
鳥
取
県
実
行
委
員
会

は
県
内
選
出
国
会
議
員
、
秋
田
県
選
出
国

会
議
員
十
一
人
に
要
請
）
が
行
わ
れ
た
。 
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部
落
解
放
・
人
権
政
策
確
立
要
求
鳥
取

県
実
行
委
員
会
二
〇
一
四
年
度
学
習
会
が

二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
二
月
二
十

三
日
（
月
）
午
後
一
時
四
十
五
分
か
ら
県

立
倉
吉
未
来
中
心
小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

県
内
各
地
か
ら
行
政
関
係
者
、
運
動
団
体

関
係
者
、
県
民
な
ど
約
二
五
一
人
の
参
加

が
あ
っ
た
。 石

田
耕
太
郎
会
長
（
倉
吉
市
長
）
の
あ

い
さ
つ
で
は
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ

た
が
、
安
倍
総
理
の
答
弁
は
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
に
つ
い
て
は
批
判
さ
れ
た
も
の
の
法

規
制
の
問
題
に
つ
い
て
は
慎
重
な
姿
勢
を 

   

 

示
し
、
現
行
法
で
の
適
切
な
対
応
と
啓
発

活
動
で
の
差
別
の
解
消
が
重
要
だ
と
い
う

答
弁
で
あ
っ
た
。 

現
状
で
は
、
差
別
禁
止
法
や
人
権
侵
害

救
済
法
制
定
に
向
け
状
況
は
厳
し
い
も
の

が
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
現
在
も
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

お
け
る
被
差
別
部
落
の
地
図
が
公
開
さ
れ

て
い
る
問
題
、
差
別
落
書
な
ど
重
大
な
差

別
や
人
権
侵
害
が
発
生
し
て
い
る
現
状
を

踏
ま
え
、
粘
り
強
く
法
制
定
に
向
け
運
動

を
継
続
し
て
い
く
必
要
性
が
話
さ
れ
た
。 

学
習
会
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

今
現
在
で
も
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
を
悪
用
し

た
同
和
地
区
の
地
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
、
部
落
解
放
人
権
政
策
確
立
要

求
鳥
取
県
実
行
委
員
会
の
下
吉
真
二
事
務

局
次
長
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。 

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
を
悪
用
し
た
同
和
地

区
の
地
図
は
二
〇
〇
九
年
九
月
か
ら
公
開

さ
れ
、
鳥
取
県
や
大
阪
府
、
滋
賀
な
ど
の 

 

  

 地
図
が
様
々
な
行
政
機
関
や
運
動
体
な
ど

に
よ
っ
て
削
除
要
請
が
今
現
在
も
行
わ
れ

て
い
る
が
公
開
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に

人
権
侵
害
救
済
法
制
定
を
求
め
る
署
名
活

動
や
法
務
省
へ
の
要
請
行
動
が
取
り
組
ま

れ
て
き
た
。
こ
の
地
図
に
よ
っ
て
、
ネ
ッ

ト
上
に
「
同
和
地
区
の
場
所
を
教
え
て
ほ

し
い
」
と
い
う
悪
意
を
持
っ
た
書
き
込
み

が
あ
れ
ば
瞬
時
に
地
図
の
ア
ド
レ
ス
が
貼

ら
れ
コ
ピ
ー
さ
れ
る
こ
と
で
地
図
情
報
が

拡
散
さ
れ
て
い
る
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、

地
図
の
内
容
は
、
益
々
悪
質
化
し
、
カ
メ

ラ
で
撮
影
さ
れ
た
道
路
沿
い
の
風
景
画
像

が
閲
覧
で
き
る
グ
ー
グ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ビ

ュ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
を
悪
用
し
、
同
和
地
区

の
地
図
と
グ
ー
グ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー

が
同
時
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
地
図
に
特
定
さ
れ
た
建
物
や
家
屋
が

写
真
画
像
に
よ
っ
て
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
把

握
さ
れ
る
と
と
も
に
、
周
辺
の
住
宅
や
街

並
み
、
個
人
の
家
一
軒
一
軒
が
把
握
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
さ
ら
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
電

話
帳
情
報
を
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
し
、
電
話

帳
情
報
を
同
時
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
。 

地
図
情
報
と
電
話
帳
情
報
、
写
真
画
像
情

報
が
一
緒
に
な
り
、
極
め
て
配
慮
を
要
す
る

同
和
地
区
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
情
報
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
丸
裸
で
さ
ら
さ
れ
る
と

と
も
に
、
電
話
帳
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
多
く

の
人
々
の
個
人
情
報
も
同
時
に
さ
ら
さ
れ

て
お
り
、
身
元
調
べ
等
に
悪
用
さ
れ
る
危
険

性
が
益
々
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
課
題
か
ら
、
差
別
禁
止
法
や
人
権
侵
害
救

済
法
の
制
定
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。            



3 

 

              

学
習
会
で
は
、
二
〇
〇
九
年
に
発
生
し

た
「
在
日
特
権
を
許
さ
な
い
市
民
の
会
」

（
在
特
会
）
に
よ
る
京
都
朝
鮮
第
一
初
級

学
校
へ
「
朝
鮮
人
の
子
ど
も
は
こ
こ
か
ら

出
て
い
け
」
な
ど
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を

繰
り
返
し
た
問
題
で
、
京
都
朝
鮮
学
校
が

在
特
会
を
相
手
に
損
害
賠
償
な
ど
を
求
め

た
裁
判
で
、
弁
護
団
の
事
務
局
長
を
務
め

た
冨
増
四
季
（
と
み
ま
す 
し
き
）
弁
護

士
を
招
い
て
「
京
都
朝
鮮
第
一
初
級
学
校

事
件
裁
判
の
成
果
と
課
題
」
と
い
う
演
題

で
講
演
を
受
け
た
。 

ま
ず
、
東
京
や
大
阪
、
京
都
朝
鮮
学
校

へ
の
在
特
会
に
よ
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を

行
っ
て
い
る
実
際
の
映
像
を
参
加
者
が
視

聴
し
、そ
の
問
題
の
深
刻
さ
を
確
認
し
た
。

昨
年
は
、
浦
和
レ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ

る
人
種
差
別
を
煽
る
横
断
幕
問
題
、
フ
ラ

ン
ス
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
の
イ
ス
ラ
ム
風
刺

画
に
よ
る
テ
ロ
行
為
が
起
こ
っ
て
い
る
。

京
都
朝
鮮
学
校
へ
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に

よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
校
門
の
外
で
は

常
に
緊
張
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、保
護
者
、

教
員
も
言
い
よ
う
の
な
い
不
安
や
恐
怖
を

感
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
自
分
た
ち
が
弱

い
か
ら
こ
の
よ
う
な
行
為
に
合
う
の
で
は

な
い
か
と
い
う
、
自
分
自
身
の
責
任
に
し

て
し
ま
う
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
た
。ま
た
、

ま
わ
り
へ
の
影
響
と
し
て
差
別
禁
止
法
や

人
権
侵
害
救
済
法
な
ど
が
な
い
な
か
で
、

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と

で
、
警
察
が
動
か
な
い
こ
と
で
こ
の
行
為

が
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
在
日
の

人
々
に
原
因
が
あ
る
か
ら
や
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
間
違
っ
た
意
識
に
つ
な

が
る
影
響
も
あ
っ
た
。 

こ
の
裁
判
の
判
決
は
、
京
都
地
裁
、
大

阪
高
裁
で
人
種
差
別
撤
廃
条
約
を
引
用
し

て
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
人
種
差
別
に
当
た

る
と
認
定
し
、
社
会
的
偏
見
や
差
別
意
識

を
助
長
し
増
幅
さ
せ
る
悪
質
な
行
為
と
指

摘
し
、
約
一
二
二
六
万
円
の
損
害
賠
償
と

学
校
か
ら
半
径
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
内
の

街
宣
活
動
の
禁
止
を
命
じ
た
判
決
が
最
高

裁
で
も
確
定
し
た
。
し
か
し
、
在
特
会
は

現
在
で
も
こ
の
裁
判
の
取
り
消
し
を
求
め

る
と
と
も
に
、「
在
日
は
出
て
い
け
」
と
い

う
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
京
都
の
繁
華
街
で

繰
り
返
し
て
い
る
。
先
進
国
で
こ
の
よ
う

な
行
為
を
規
制
す
る
法
律
が
な
い
の
は
米

国
、
中
国
、
北
朝
鮮
で
あ
り
、
人
種
差
別

撤
廃
委
員
会
か
ら
の
強
い
勧
告
も
あ
る
。

差
別
禁
止
法
、
人
権
侵
害
救
済
法
の
制
定

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
刑
法
の
整

備
や
、
民
事
訴
訟
に
よ
る
損
害
賠
償
、
差

止
め
、
仮
処
分
、
公
共
施
設
や
道
路
の
使

用
許
可
な
ど
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
対
応
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
話
さ
れ
た
。 

 

新
会
長
に
中
西
啓
寶
さ
ん （

高
野
山
真
言
宗
管
長
） 部

落
解
放
・
人
権
政
策
確
立
要
求
中
央

実
行
委
員
会
の
第
十
二
回
総
会
が
十
二
月

二
十
五
日
（
木
）
に
京
都
市
内
で
開
催
さ

れ
た
。
総
会
で
は
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
六

年
間
、
部
落
解
放
・
人
権
政
策
確
立
要
求

中
央
実
行
委
員
会
の
会
長
と
し
て
努
め
ら

れ
た
大
谷
暢
顯
さ
ん（
真
宗
大
谷
派
門
主
）

が
退
任
さ
れ
、新
し
く
中
西
啓
寶
さ
ん（
総

本
山
金
剛
峯
寺
第
４
１
３
世
座
主
・
高
野

山
真
言
宗
管
長
）
が
会
長
に
就
任
。 

会
長
交
代
の
役
員
人
事
と
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

総
会
で
提
案
、
了
承
さ
れ
た
。 

新
会
長
の
下
で
、
パ
リ
原
則
に
基
づ
く

独
立
性
の
高
い
国
内
人
権
委
員
会
の
設
置

な
ど
、
人
権
侵
害
救
済
制
度
の
確
立
に
向

け
て
奮
闘
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。 
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特
別
報
告 「

本
人
通
知
制
度
導
入
に
向
け
た
全
国
の

と
り
く
み
と
今
後
の
課
題
」 中

央
実
行
委
員
会
事
務
局
次
長 片

岡 
明
幸 

戸
籍
謄
本
等
の
不
正
取
得
事
件
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
、
全
国
で
導
入
が
進
め

ら
れ
て
い
る
本
人
通
知
制
度
は
、
現
在
五

百
を
超
え
る
市
町
村
が
導
入
（
埼
玉
、
京

都
、
香
川
、
鳥
取
、
山
口
、
大
分
の
六
府

県
で
は
全
市
町
村
）
し
、
身
元
調
査
・
犯

罪
の
防
止
に
効
果

を
上
げ
て
い
る
。 

各
地
で
登
録
者

拡
大
に
向
け
て
、

人
権
研
修
会
参
加

者
の
登
録
申
込
書
を
預
か
り
申
請
す
る
方

法
や
同
一
世
帯
で
あ
れ
ば
代
表
者
が
代
理

登
録
で
き
る
運
用
、
市
役
所
窓
口
で
の
チ

ラ
シ
配
付
と
説
明
、
回
覧
板
に
チ
ラ
シ
と

申
込
書
を
添
付
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
登
録
期
間
を
三
年
か
ら
五
年
に 

延
長
、
本
人
が
取
り
消
す
ま
で
有
効
に
す 

る
要
綱
の
改
正
な
ど
市
民
の
側
に
立
っ
た 

制
度
の
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

そ
し
て
、
委
任
状
の
偽
造
に
よ
る
不
正

取
得
防
止
の
た
め
、
登
録
型
本
人
通
知
制

度
の
ほ
か
に
全
市
民
対
象
の
委
任
状
通
知 

制
度
を
導
入
し
た
市
や
法
務
局
の
通
知
で

不
正
取
得
が
判
明
し
た
場
合
の
本
人
告
知

（
被
害
告
知
）
制
度
、
本
人
通
知
に
は
最

初
か
ら
八
士
業
の
名
前
・
事
務
所
を
記
載

す
る
な
ど
工
夫
し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
る
。 

不
正
取
得
を
行
っ
た
あ
る
グ
ル
ー
プ
は

「
本
人
通
知
制
度
を
導
入
し
て
い
る
市
町

村
か
ら
は
取
る
な
」
と
申
し
合
わ
せ
て
い

た
。裁
判
の
中
で
グ
ル
ー
プ
の
主
犯
者
は
、 

「
依
頼
の
九
〇
％
は
、
結
婚
相
手
の
身
元 

調
査
か
浮
気
調
査
」、
あ
る
者
は
「
依
頼
の

五
〇
％
は
、
結
婚
相
手
の
身
元
調
査
で
あ

っ
た
」
こ
と
を
法
廷
で
証
言
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
主
犯
の
一
人
は
、「
自
分
た
ち
は 

一
般
市
民
か
ら
依
頼
さ
れ
て
調
べ
て
い
る
。

国
民
も
考
え
を
あ
ら
た
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
主
張
し
た
。 

結
婚
相
手
の
身
元
を
調
べ
よ
う
と
す
る

人
々
へ
の
人
権
教
育
・
啓
発
活
動
を
よ
り

一
層
進
め
る
と
と
も
に
、
本
人
通
知
制
度

の
登
録
者
の
拡
大
、
す
べ
て
の
市
町
村
で

の
導
入
に
向
け
運
動
を
拡
大
す
る
と
と
も

に
、「
戸
籍
法
」・「
住
民
基
本
台
帳
法
」
の

改
正
を
視
野
に
入
れ
て
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

基
調
提
案 中

央
実
行
委
員
会
事
務
局
長 西

島 
藤
彦 

 
経
済
回
復
が
叫
ば
れ
て
い
る
な
か
で
、

現
実
に
は
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
が
過
去

最
高
に
な
る
な
ど
格
差
は
益
々
拡
大
し
て

い
る
。
ま
た
、
国
連
の
自
由
権
規
約
委
員

会
と
人
種
差
別
撤
廃
員
会
か
ら
日
本
政
府

に
対
し
て
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
へ
の
厳
し

い
処
罰
を
含
め
た
対
策
を
求
め
る
勧
告
が 

出
さ
れ
て
い
る
。 

そ
し
て
、
在
特
会
に
よ
る
京
都
朝
鮮
学

校
に
対
す
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
裁
判
は
、

街
宣
活
動
は
「
人
種
差
別
撤
廃
条
約
違
反

で
あ
り
、
違
法
行
為
だ
」、「
約
一
二
〇
〇

万
円
の
損
害
賠
償
を
支
払
い
、
学
校
か
ら

半
径
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
内
の
街
宣
活
動

の
禁
止
」
と
い
う
判
決
が
出
さ
れ
た
。
し

か
し
、
差
別
禁
止
法
や
人
権
侵
害
救
済
法

が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
は
、
差
別

自
体
を
訴
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

「
パ
リ
原
則
」
に
も
と
づ
く
政
府
か
ら

独
立
し
た
救
済
機
関
の
設
置
に
向
け
、
実

現
可
能
な
法
案
内
容
を
提
案
で
き
る
よ
う

丁
寧
に
議
論
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

人
権
侵
害
救
済
法
を
求
め
る
闘
い
を
引
き

続
き
進
め
よ
う
。 

  

部
落
解
放
・
人
権
政
策
確
立
要
求
鳥
取
県

実
行
委
員
会
第
三
十
一
回
総
会
・
学
習
会 日

時 
五
月
十
五
日
（
金
） 

十
三
時
～
役
員
会 

十
三
時
四
〇
分
～
総
会 

十
四
時
二
〇
分
頃
～
学
習
会

※
総
会
終
了
次
第
、
学
習
会
を
開
催 

テ
ー
マ
「
連
続
大
量
差
別
投
書
事
件
の
真

相
と
人
権
侵
害
救
済
法
」 

講
師 
浦
本
誉
至
史
（
う
ら
も
と 
よ
し
ふ
み
） 

（
連
続
大
量
差
別
投
書
事
件
代
表
刑
事
告
訴
人
） 

 

２
０
１
５
年
度
部
落
解
放
・
人
権
政
策
確

立
要
求
第
一
次
中
央
集
会
（
東
京
） 日

時 
五
月
二
十
日
（
水
）
午
後
一
時 

 


